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スポーツによる地方創生
―FC今治をケーススタディーとして―
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• 人口移動により、
将来存続が危ぶまれる896市町村

消滅可能性都市
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全国の市町村の49.8％に該当

（増田ら,2014）

消滅可能性都市•愛媛県今治市
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三大都市圏への人口集中

5

（出典）国土交通省国土審議会政策部会長期展望委員会「国土の長期展望」中間とりまとめ（2011）
三大都市圏及び東京圏の人口が総人口に占める割合
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過疎地からの人口の流出
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過疎地域

（出典）国土交通省国土審議会政策部会長期展望委員会「国土の長期展望」中間とりまとめ (2011)

過疎化が進む地域の人口推移
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過疎地の人口流出が進む
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過疎地
約61.0％

日本全国
約25.5％

人口減少率

>
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地方創生の機運
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まち・ひと・しごと創生法 第一条(H26.11.28)

• 『急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の
減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の
過度の集中を是正し…』

安倍晋三総理 まち・ひと・しごと創生会議 (H27.4.3)

• 『本年は、地方創生元年です。地方の総合戦略の策
定・実施が開始される地方創生を成功させ…』
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スポーツ基本法
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『スポーツは、人と人との交流及び地域と地域との交流を促進し、
地域の一体感や活力を醸成するものであり人間関係の希薄化等の
問題を抱える地域社会の再生に寄与するものである』

地域社会等における問題の解決に期待
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スポーツによる地域活性
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• 「FC岐阜」は、岐阜県の知名度・愛着度・環
境美化向上に役立っていると地元住民は考えて
いる（大石ら,2012）

• 「大分トリニータ」の観戦に対する関与が高い
ファンほど、地域への愛着が高い（二宮,2010）
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地域活性に関する研究
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• 「目的地への近接感と近隣の景観に関する変数
が定住意識に影響を与える」（小森ら,2009）

• 「グリーンツーリズムによる地域活性化の可能
性」（古屋ら,2004）
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先行研究
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・地域活性・定住意向に影響を与える要因を
明らかにする研究は多く存在

・プロスポーツが地元の地域活性、地域愛着に
貢献することが明らか
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愛媛県今治市

消滅可能性都市
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FC今治
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• 1976年にクラブ誕生
• 日本のサッカーリーグ5部に相当する
地域リーグ(四国リーグ)に所属

• 2014年11月
元日本代表監督がオーナー就任
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• 本拠地が消滅可能性都市
• 元日本代表監督のオーナー就任以降、
急激に注目を集める

• 観客者数が大幅に増加

⇒FC今治が地方創生に寄与する可能性

FC今治への注目

15
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スポーツによる
定住意向増加の
政策を提言する

研究の目標
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定量的調査
目的：観戦行動と定住意向の関係を明らかにする

定性的調査
目的：観戦行動が増加する要因を明らかにする

調査目的

18
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Ⅰ定量的調査
調査概要
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観戦者調査
対象 283人
期間 2015年5月24日
場所 今治市桜井海浜ふれあい広場サッカー場
方法 自記式質問紙調査法

項目 居住継続意思、FC今治認知度、
FC今治観戦回数、属性等
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調査結果
定量的調査
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40.5％

49.0% 50.0％

57.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

1-3回 4-6回 7-9回 10回以上

定住意欲と観戦回数の割合

観戦回数が多い人の方が、
今治に強く「今後も

住み続けたいと感じる」
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調査結果定量的調査
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FC今治では、試合観戦回数の増加に伴い
地域住民の定住意向が増加する

可能性が高い

観戦回数が多い人の方が、
今治に「今後も住み続けたい」と強く感じている
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Ⅱ定性的調査
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調査概要
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定性的調査（Ｂ氏）
調査結果
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「A氏がやっているから観に行こう」
という市民の盛り上がりがある。
そして一回観たら「面白いね」とな
り、継続的に観に来てくれている。

以前はほとんどいなかった
ホームゲームの観客が、今
年ホーム最終戦で2000人程
集まるようになった。

FC今治の認知度はもともと上
昇傾向にあったが、Ａ氏が来
てからグッと上がったと思う。
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考察
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定性的調査（Ｂ氏）

社会的発信力の高いスポーツ
関係者（A氏）の存在は、

住民の観戦行動を促進し、
その後の観戦回数を増加させる
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定性的調査（Ａ氏）
調査結果
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最終的には今治市が
本気になって動かな
いと、この事業は絶
対うまく回らない。

8年後には1万5千人入る大型のスタジ
アムを建てたいが、これは自分の力だ
けではできない。資金集めは、我々か
らやるよりも、行政から色んな名目を
持って地元の民間企業を動かしてもら
うことが必要。

今、行政が色んな意味で協力していてく
れて、その中で一番ありがたいのは、ス
タジアムを作るために公園法に掛からな
い場所をもらえていること。複合型など、
我々が色んなアイデアを出せる許容範囲
が与えられている。行政をうまく巻き込
み、規制緩和してもらって、任せてもら
えるような体制を作っていく。
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定性的調査（Ａ氏）
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今後のクラブ展望

魅力的な観戦環境の提供

規制緩和、スポンサー集めが必要

地方公共団体の協力が不可欠
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3.考察
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観戦回数が多いほど
定住意向が高い 社会的発信力が高いスポーツ

関係者が経営する
フットボールクラブは

地域住民の定住意向を高める

28

社会的発信力が高い
スポーツ関係者は
地域住民の

観戦行動を促進し
観戦回数を増加させる

今後、地方公共団体の
協力は不可欠

政策提言

定量調査より

定性調査より(A氏)

定性調査より(B氏)
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結論
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社会的発信力が高い
スポーツ関係者の経営する
フットボールクラブは、

地域の定住意向にプラスの影響を
及ぼす可能性が高い

＋
今後、地方公共団体の協力が

不可欠となる
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4.政策提言
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社会的発信力の高いスポーツ関係
者のフットボールクラブの運営

地域の定住意向の向上

今治を見本としたシステム
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政策提言
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内閣府地方創生推進室
地方創生コンシェルジュがモデル

スポーツコンシェルジュ
スポーツ庁に設置
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地方創生コンシェルジュ
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要望先が不明確な場合

地方公共団体
地方創生推進室

B省

A省

C省

関係各課

要望先が明確な場合

A省

B省

C省

地方公共団体

地方創生推進室

地方創生コンシェルジュ

地方創生コンシェルジュ

要望

直接要望
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•長期的ビジョンに対応していない
→派遣期間が2年

•対象都市が限定的
→人口5万人以下の市町村が対象

•派遣される人物が限定的
→国家公務員が中心

問題点

34
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これを解決するために・・・
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スポーツ庁に
スポーツコンシェルジュを

設置する
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スポーツコンシェルジュ

36

地方公共団体スポーツ庁

スポーツコンシェルジュ
派遣用意

情報提供

委託
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• 地方公共団体に質の高い人物を派遣できる

• マッチングの幅が広がる

• 地方公共団体が積極的に地方創生に取り組むように
なる

等

スポーツ庁を介すること
によるメリット

37
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• 社会的発信力の高いスポーツ関係者の情報を集
め、名簿化する

• 地方公共団体に情報を提供する

• 地方公共団体とコンシェルジュとのマッチング
を促す

• 定期的に名簿の更新を行い、情報発信する

スポーツ庁の主な取り組み

38
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1. クラブチームの経営に携わる

2. 地方公共団体との協力体制をより強固なもの
にするよう働きかける

3. 住民の注目を集める広告塔となる

4. 地域の企業をスポンサーとして取り込む役割
を果たす

スポーツコンシェルジュ

39
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必要となるコストを賄うための資金の確保方法
として以下の３つの方法を挙げる

• 地方公共団体の税金

• スポーツ庁内の補助金

• クラウドファンディング

財源

40
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必要とされるコスト
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一般管理費：630万円
謝金・旅費：4,200万円
合計⇒4,830万円

1自治体：240万円
10自治体を想定して

2,400万円

スポーツコンシェルジュ

地方公共団体スポーツ庁 委託費：2,400万円

謝金・旅費：420万円
10人を想定して

4,200万円
派遣

残りの2430万円は
・スポーツ庁内補助金
・クラウドファンディング
から賄う
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まとめ
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社会的発信力の高いスポーツ関係者を長期的に

地方に派遣し地方のスポーツクラブを経営

観戦回数の増加

定住意向の向上

人口流出の抑制

地方創生の実現

地域住民の注目度の急激な上昇
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ご静聴ありがとうございました
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